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１
月
３
日
、
校
友
会
・
育

友
会
共
催
の
「
箱
根
駅
伝
の

応
援
に
感
謝
す
る
会
」
が
駅

伝
終
了
後
、
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
た
。
昨
年
に

続
い
て
の
開
催
で
、
校
友
・

育
友
・
学
生
ら
合
わ
せ
て
延

べ
２
５
０
人
が
出
席
し
た
。

参
加
者
は
応
援
を
終
え
、

各
応
援
ポ
イ
ン
ト
か
ら
会
場

に
駆
け
つ
け
、
宮
岡
孝
之
専

修
大
学
理
事
（
法
科
大
学
院

教
授
）
の
司
会
で
進
行
。
は

じ
め
に
日
髙
義
博
理
事
長
・

学
長
が
「
沿
道
で
は
選
手
た

ち
の
頑
張
り
以
上
に
、
応
援

の
皆
さ
ん
の
熱
い
思
い
を
感

じ
た
。
こ
う
い
っ
た
団
結
力

を
専
大
の
力
に
変
え
た
い
」

と
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

菅
沼
堅
吾
育
友
会
長
の
発

声
で
乾
杯
し
た
。
今
回
は
陸

上
競
技
部
の
Ｏ
Ｂ
会
で
あ
る

走
友
会
メ
ン
バ
ー
も
参
加
。

上
村
清
芳
会
長
（
昭
３３
商

経
）
が
「
私
も
選
手
と
し
て

箱
根
路
を
走
り
ま
し
た
が
、

声
援
の
お
か
げ
で
い
つ
も
以

上
の
力
を
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
沿
道
の
応
援
は
間

違
い
な
く
力
に
な
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
選
手
た
ち

に
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

最
後
に
鈴
木
雅
之
さ
ん
、

岩
崎
哲
久
さ
ん
（
と
も
に
昭

６２
法
）
の
音
頭
で
、
校
歌
を

斉
唱
し
、
閉
会
し
た
。

校
友
会
・
育
友
会
の
共
催

に
よ
る「
留
学
生
を
囲
む
会
」

が
１２
月
３
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
か
れ
た
∥
写
真
。

当
日
は
留
学
生
１７
人
（
韓

国
８
人
、中
国
８
人
、タ
イ
１

人
）と
日
本
人
学
生（
国
際
交

流
会
∥
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
）
１０
人
、

留
学
生
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、
大
学

関
係
者
ら
４８
人
が
出
席
。
今

回
は
、
最
初
に
留
学
生
・
日

本
人
学
生
と
校
友
会
・
育
友

会
役
員
と
の
グ
ル
ー
プ
交
流

が
行
わ
れ
、
留
学
生
の
学
生

生
活
向
上
に
向
け
て
意
見
が

交
わ
さ
れ
た
。

懇
親
会
で
は
、
高
橋
貞
雄

校
友
会
副
会
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
浅
見
和
彦
経
済
学
部

長
、
田
中
實
専
修
大
学
常
務

理
事
が
留
学
生
へ
の
励
ま
し

の
言
葉
を
述
べ
、
市
川
健
一

育
友
会
副
会
長
の
発
声
で
乾

杯
し
、
な
ご
や
か
に
歓
談
し

た
。
懇
談
の
中
、
留
学
生
の

自
己
紹
介
、
韓
国
か
ら
の
留

学
生
に
よ
る
留
学
体
験
発
表

も
な
さ
れ
、
最
後
に
参
会
者

全
員
が
校
歌
を
斉
唱
し
て
閉

会
し
た
。

田
口
冬
樹
経
営
学
部
教

授
の
流
通
論
で
１２
月
９

日
、
特
別
講
義
が
行
わ
れ

た
。㈱

東
急
ス
ト
ア
執
行
役

員
・
事
業
開
発
本
部
長
の

木
本
彰
氏
が
「
街
づ
く
り

と
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

（
東
急
ス
ト
ア
の
事
例
を

も
と
に
）」を
テ
ー
マ
に
、

東
急
田
園
都
市
線
沿
線
の

街
の
開
発
と
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
と
の
か
か
わ
り

に
つ
い
て
論
じ
、
街
の
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
出
店
展
開

を
説
明
。

「
小
売
業
は
今
日
、
群

雄
割
拠
の
状
況
に
あ
り
、

常
に
社
会
や
地
域
顧
客
の

ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応

し
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

す
る
柔
軟
さ
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
こ
に
醍
醐
味

が
あ
る
。
就
活
の
際
に
は

ぜ
ひ
小
売
業
界
に
も
関
心

を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
語

っ
た
。

最
後
に
田
口
教
授
が
、

「
人
口
の
減
少
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
や
法
規
制
の
変

化
を
背
景
に
、
小
売
店
舗

が
ど
ん
な
プ
ロ
セ
ス
を
経

て
特
定
の
街
に
出
店
し
て

い
く
の
か
、
ま
た
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
こ
れ
か

ら
の
差
別
化
の
切
り
口
と

し
て
生
鮮
と
惣
菜
の
重

視
、
さ
ら
に
は
小
型
店
の

出
店
な
ど
具
体
的
な
事
例

を
通
し
て
分
か
り
や
す
く

講
義
し
て
い
た
だ
い
た
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
情
報

を
今
後
の
学
習
や
キ
ャ
リ

ア
プ
ラ
ン
に
生
か
し
て
ほ

し
い
」
と
総
括
し
た
。

「
創
立
１
３
０
年
記
念
事

業
資
金
募
金
」
に
続
き
、「
教

育
研
究
振
興
協
力
資
金
募

金
」
に
も
寄
付
を
い
た
だ
い

た
伊
藤
志
郎
さ
ん
（
昭
２９
商

経
）
に
こ
の
ほ
ど
大
学
か
ら

感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。

伊
藤
さ
ん
は
「
戦
地
で
病

と
闘
い
な
が
ら
激
戦
の
中
を

く
ぐ
り
抜
け
、
帰
国
後
に
夜

間
部
に
入
学
し
ま
し
た
。
休

ま
ず
に
通
っ
た
こ
と
が
誇
り

で
す
」
と
話
し
て
い
る
。

茨
城
県
議
会
議
員
に
当
選

（
１０
年
１２
月
１２
日
投
票
）

加
藤

明
良
氏
（
か
と
う

・
あ
き
よ
し
∥
平
３
商
）

ア
ド
ニ
ス
５４
号
刊
行

校
友
会
誌
「
ア
ド
ニ
ス
５４

号
」
が
１
月
１５
日
に
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、

▽
映
画
『
学
校
を
つ
く
ろ

う
』
公
開
記
念
座
談
会
（
日

髙
義
博
理
事
長
・
学
長
、
甘

竹
秀
雄
校
友
会
長
、
菅
沼
堅

吾
育
友
会
長
、
神
山
征
二
郎

監
督
、
近
衛
は
な
さ
ん
）
▽

「
仕
事
基
礎
力
パ
ー
ト
Ⅱ
」

第
４
回
∥
営
業
力
▽
「
わ
れ

ら
専
修
人
」曺
大
鉉
氏（
韓
国

投
資
証
券
会
社
・
光
明
支
店

長
）、李
子
黙
氏
（
ポ
ニ
ー
キ

ャ
ニ
オ
ン
コ
リ
ア
㈱
代
表
理

事
）な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

他
の
在
京
キ
ー
局
と
は
一

味
違
う
、
独
自
路
線
を
歩
む

テ
レ
ビ
東
京
。

昨
夏
の
参
院
選
の
速
報
特

別
番
組
で
は
、
「
週
刊
こ
ど

も
ニ
ュ
ー
ス
」
で
お
な
じ

み
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
池

上
彰
さ
ん
を
解
説
者
に
し
て

臨
ん
だ
。
各
局
が
工
夫
を
重

ね
、
総
力
戦
で
取
り
組
む

中
、
民
放
２
位
の
高
視
聴
率

を
上
げ
た
。
そ
の
番
組
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
を
担
当
し
た
。

「
速
報
性
よ
り
解
説
力
を

重
視
し
、
徹
底
し
た
視
聴
者

目
線
と
分
か
り
や
す
さ
が
良

か
っ
た
の
か
と

思
っ
て
い

ま

す
」
と
振
り
返

る
。現

在
は
夕
刻

の
報
道
番

組

「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
の

デ
ス
ク
を

担

う
。
報
道
番
組

の
デ
ス
ク
は
、

取
材
す
る
ネ
タ

を
決
め
、
集
ま

っ
た
ニ
ュ
ー
ス

の
ど
れ
を
ど
う

伝
え
る
か
を
短
時
間
で
決
定

す
る
�
司
令
塔
�
だ
。

「
今
伝
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
こ
と
を
先
取
り
す
る
。

ど
こ
よ
り
も
面
白
く
、
分
か

り
や
す
く
」
。
こ
の
姿
勢
を

日
々
貫
き
、
番
組
に
投
げ
か

け
る
。

「
横
並
び
や
群
れ
る
こ
と

が
き
ら
い
」
だ
っ
た
専
大
時

代
。
思
い
出
は
、
「
種
々
雑

多
な
ア
ル
バ
イ
ト
を
体
験
し

た
こ
と
」
だ
と
言
う
。

建
築
現
場
の
作
業
員
、
寿

司
店
の
店
員
、
プ
ー
ル
の
監

視
員
、
観
光
バ
ス
の
添
乗
員

…
…
。
そ
の
人
た
ち
か
ら
社

会
を
知
る
手
が
か
り
を
得

た
。テ

レ
ビ
や
新
聞
に
興
味
を

持
ち
、
報
道
の
仕
事
に
就
き

た
い
と
就
職
課
が
主
催
す
る

「
マ
ス
コ
ミ
講
座
」
を
受

講
。
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
仲

間
た
ち
と
週
に
１
回
、
「
マ

ス
コ
ミ
勉
強
会
」
を
開
き
、

客
観
的
に
自
己
を
分
析
す
る

力
、
人
を
引
き
付
け
る
文
章

力
を
学
ん
だ
。
マ
ス
コ
ミ
に

強
い
他
大
学
の
就
職
資
料
室

に
も
通
い
詰
め
た
。

就
職
活
動
で
は
「
気
合
い

と
元
気
の
良
さ
」
「
な
ん
で

も
や
る
」
と
売
り
込
み
、
平

成
３
年
、
同
社
に
入
社
。

営
業
部
門
に
８
年
在
籍
し

た
後
、
関
西
支
社
を
経
て
念

願
の
報
道
部
門
に
転
じ
た
。

政
治
部
に
所
属
し
た
５
年
間

は
、
当
時
の
小
泉
純
一
郎
首

相
番
記
者
と
官
邸
キ
ャ
ッ
プ

に
。「

就
活
」
時
代
も
報
道
最

前
線
の
今
も
、
思
い
は
同

じ
。
「
大
い
に
高
望
み
し
よ

う
。
道
は
必
ず
開
け
る
」。

〈
北
九
州
支
部
新
年
会
〉

▽
１
月
２７
日
（
木
）
１９
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
・
小

倉
駅
南
口
「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ホ
テ
ル
小
倉
」
７
Ｆ
『
八
く

ら
』

前
原
健
人
氏
☎
０
９

３
（
６
０
１
）
６
３
１
１

〈
校
友
会
・
同
窓
会
美
唄
支

部
合
同
新
年
会
〉

▽
１
月
２８
日
（
金
）
１８
時
開

会
▽
専
修
大
学
北
海
道
短
期

大
学
「
相
馬
記
念
会
館
」


福
山
輝
男
氏
☎
０
１
２
６

（
６３
）
４
３
２
１

〈
二
鳳
会
新
年
会
〉

▽
２
月
５
日
（
土
）
１８
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
山
手
線
・
鶯
谷
駅

北
口
「
根
岸

笹
乃
雪
」


新
堀
明
氏
☎
０３
（
３
３
９

５
）
７
４
２
７

〈
旭
川
支
部
総
会
〉

▽
２
月
１２
日
（
土
）
１８
時
開

会
▽
北
海
道
旭
川
市
５
条
通

８
丁
目
「
ホ
テ
ル
ク
レ
ッ
セ

ン
ト
旭
川
」
２
Ｆ

熊
谷
憲

雄
氏
☎
０
１
６
６
（
８４
）
５

０
８
８

〈
室
蘭
支
部
総
会
〉

▽
２
月
１８
日
（
金
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
北
海
道
室
蘭
市
宮

の
森
町
１
丁
目
「
中
嶋
神

社
」
蓬
峡
殿

年
会
費
受
付
中

２
０
１
１
年
度
の
校
友
会

年
会
費
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
振
込
用
紙
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
事
務
局
☎
０３
（
３

２
６
５
）
７
５
７
９
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
年
会
費
納

入
者
に
は
「
ニ
ュ
ー
ス
専

修
」
を
毎
月
、
校
友
会
誌「
ア

ド
ニ
ス
」
を
年
４
回
お
届
け

し
ま
す
。

◇
２
月
１６
日（
水
）

鈴
木

康
祐
先
生

迫
野

馨
恵
先
生

◇
３
月
１６
日（
水
）

宮
岡

孝
之
先
生

矢
野

敏
生
先
生


☎
０３
（
３
２
６

４
）
１
７
２
１

専
修
大
学
カ
ー
ド
加
入
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
機
能
に
加

え
、
校
友
会
独
自
の
協
力
店

で
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま

す
。申

込
書
は
校
友
会
事
務
局

ま
た
は
三
井
住
友
カ
ー
ド
入

会
案
内
デ
ス
ク
☎
０
１
２
０

・
８
１
６
４
３
ま
で
。

◀

日
髙
理
事
長
・
学
長
を
囲
ん
で
校

友
、
育
友
会
員
の
み
な
さ
ん

▲ 熱心に聴講する学生に説明する木本氏

田口経営学部教授の「流通論」で

東急ストアの木本彰氏が講義

「沿道の声援は選手の励みと団結力に」

カ
ー
ド
会
員
募
集
中

１
３
０
年
記
念
事
業
資
金
・
教
育
研
究
振
興
協
力
資
金
に
寄
付

伊藤志郎さんに

大学から感謝状

▲ 感謝状を手に伊藤さん

▲ 走友会メンバーも参加

▲ 肩を組み、全員で

校歌を斉唱

▲ エールを送る

鈴木雅之さん

－伝えるべきこと 面白く 分かりやすく－

▶

ビ
デ
オ
で
選
手
の
頑
張
り
を

再
確
認
す
る

校
友
会
・
育
友
会
共
催

テ
レ
ビ
東
京
・
報
道
番
組

ニ
ュ
ー
ス
デ
ス
ク
と
し
て
活
躍

は
か
ま

だ

け
ん

袴
田

健
さ
ん

（
平
３
経
済
）

無 料 法 律 相 談
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